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	2025年度 活動報告書
	2025年5月20日 — 2026年4月30日
	一般社団法人 NatureLit Japan

	代表理事メッセージ
	2024年12月に立ち上げたNatureLit Japanは、2025年5月20日に一般社団法人として活動を本格的に開始しました。 　私は、環境教育とは、環境問題の「正解」を教えるものではなく、一人ひとりが考え、行動するためのきっかけを渡すものだと考えています。環境問題にたった一つの正解があるとは限りません。だからこそ、失敗を恐れずに試し、対話しながら、自分たちなりの方法を探すことが大切です。 　設立前、私はユースとして生物多様性の分野で5年以上活動してきました。その中で、「環境問題に関心はあるけれど、何をしたらいいかわからない」という声を数多く聞いてきました。 　環境問題の大きさに圧倒され、不安や無力感を抱くこともあると思います。それでも、階段を一段ずつ上るように、できることから取り組んでいく。その最初の一歩を支えることが、NatureLit Japanの活動の原点です。 　設立初年度は、学びや対話の機会づくり、実践支援、情報発信、国内外でのネットワーク形成などに取り組みました。活動を支えてくださった皆さまに、心より感謝申し上げます。 　2年目は、「やってみたい」を「自分にもできる」という実感へ変え、行動を続けられる仕組みづくりに、さらに力を入れてまいります。あわせて、海外の情報や実践を学び、日本の状況に合ったかたちで伝えることで、国際と国内をつなぐ役割にも、一層力を入れていきたいと考えています。 　今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。
	一般社団法人NatureLit Japan
	代表理事　矢動丸琴子

	目次
	NatureLit Japanについて....................................03
	気づきから行動へのステップ.................................04
	Project 01：学びから、企画・発信・行動へ ...........05
	Green Future Makers 2025
	Project 02：生物多様性を考える、対話する............06
	「国際生物多様性の日」オンラインイベント
	生物多様性に関するXスペース
	Project 03：次の一歩を照らす..............................07
	オウンドメディア「PathLight」
	アクションレシピとコーチング
	Project 04：対話から生まれる、新しい視点............08
	ネイチャーポジティブナショナルフォーラム
	NatureLit Japan設立1周年記念イベント
	Outreach：国内外で活動を伝える.........................09
	Network：つながりを作る、広げる.......................10
	2025年度財務概要...............................................11
	活動を支える基盤づくり・次年度に向けて..............13

	学びから、企画・発信・行動へ
	Green Future Makers 2025
	環境問題について学ぶだけでなく、参加者が自ら企画・発信・行動する実践的な機会を提供しました。世界環境の日に合わせ、気候変動、生物多様性、プラスチック汚染をテーマに、ウェビナーを2日間、ワークショップを1日開催。終了後もフォローアップを行い、参加者3名がISAPに登壇しました。
	ウェビナー各日約340名申込み ／ リアルタイム230名参加 ワークショップ12名参加



	生物多様性を考える、対話する
	「国際生物多様性の日」オンラインイベント
	生物多様性について学び、参加者同士で対話する機会を提供しました。 オリジナルのワークシートを作成して配布し、明日から行動できる自分なりのアクションについて考え、参加者同士での共有を実施しました。

	生物多様性に関するXスペース
	生物多様性条約や国内の生物多様性政策の最新動向等について、実際の国際会議での様子も踏まえながら、わかりやすく解説をしました。
	PROJECT 03


	次の一歩を照らす
	オウンドメディア「PathLight」
	2025年9月6日に「PathLight」を立ち上げました。環境活動へのアクションを「選択肢」として示せるようコンテンツを発信しました。作成にあたり、愛媛県で実践事例の取材、インタビューも実施しました。
	全17記事 ／ How to記事12本 ／ 国際会議レポート2本 ／ イベントレポート3本


	アクションレシピとコーチング
	自分らしい行動や次の一歩を考えるセルフワーク集を公開しました。また、 活動やキャリア形成に関するコーチングの無料モニターを実施しました。
	アクションレシピ1記事／コーチング無料モニター3名
	PROJECT 04



	対話から生まれる、新しい視点
	ネイチャーポジティブナショナルフォーラム
	「ネイチャーポジティブナショナルフォーラム 〜 山・里・川・海での挑戦と協働 〜」にて、分科会「行動変容を促すコミュニケーションの検討」を企画・運営しました。講義とパネルディスカッションを通じて、行動変容につながるコミュニケーションを考えました。
	約35名が参加


	NatureLit Japan設立1周年記念イベント
	「環境活動のはじめの一歩の踏み出し方」をテーマに、事業を協働で進めてきた方をお招きして、活動の振り返り、パネルディスカッション、参加者との交流を行いました。
	約18名が参加
	OUTREACH




	国内外で活動を伝える
	外部イベントへの登壇や展示を通じて、NatureLit Japanの紹介や、 事業の基本となっている「7ステップモデル」に関する発信をしました。
	2025.07.06　すみだミズマチ七夕おりひめ祭り　ブース出展
	2025.07.29　持続可能なアジア太平洋に関する国際フォーラム(ISAP)2025　登壇
	2025.09.11　New Taipei City International Youth Climate Forum
	　　　　　　　　(新北2025国際ユース気候フォーラム)　登壇
	2025.09.25  「「SDGsケーキその後」今崩れに目を向ける時」YouTube出演
	2025.10.13　IUCN World Conservation Congressにて、
	　　　　　　　　「WEEC No Limits to Hope and 13WEEC 2026」に登壇
	NETWORK



	つながりを作る、広げる
	IUCN世界自然保護会議への参加を通じて、生物多様性・環境教育の国際動向を把握し、国内外の関係者とのネットワークを構築しました。
	＜代表理事・矢動丸琴子の委員就任実績など＞
	2025.08.08 13th WEEC Young Leaders Committee　メンバー就任
	2025.08.20 日中韓環境教育ネットワーク（TEEN）国内委員就任
	2025.11.26 IUCN Task Force on Nature-based Education　メンバー就任
	FINANCIAL REPORT


	2025年度 財務概要
	設立初年度は、事業収入を中心に活動基盤を整えながら、ユースの参画支援、情報発信、国内外でのネットワーク形成に取り組みました。


	2,790,687円
	収益合計

	3,106,279円
	費用・法人税等

	△315,592円
	当期純損失

	84,408円
	期末純資産
	収益の内訳
	事業収入　2,707,700円（97.0%）
	寄付金　19,477円（0.7%）
	その他収益（雑収入・受取利息）　63,510円（2.3%）
	EXPENDITURE

	活動を支えた費用
	費用・法人税等 3,106,279円の内訳
	人件費関連　1,985,910円（63.9%）
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